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概要 
オーバーツーリズムは，ゴミのポイ捨て等の

環境問題を引き起こしているが，未だ決定的な

打開策は確立されていない．もし，潜在的に問

題意識を持つ人に働きかけることができれば，

効率良く啓発が行えると考えられる．その第一

歩として，本研究では，SNS 画像に着目し，「何

に焦点を当てて撮影しているか」に基づいて，

ユーザーの環境に対する潜在的な問題意識を判

別する課題を考える．従来の多くの研究は，分

類基準が明確な画像を用いて，分類精度を実験

的に評価している．一方，本研究では，撮影者

の意識を考慮するため，分類基準が曖昧な画像

を用いて自動判別の評価・検討を行うことを目

的とする．そのため，環境に対する問題意識を

判別できるような，明確なラベルの定義を考案

し，それを基にアノテーションを行う．合計 154

枚の画像を用いて，ホールドアウト法により分

類精度を評価した結果，65.38％を示した． 

 

1. はじめに 
2003 年の観光立国宣言を機に，わが国はイン

バウンド(訪日外国人客)振興策に取り組んでお

り，東京オリンピック・パラリンピックが開催

される2020年次の目標「インバウンド集客4,000

万人」の実現も視野に入りつつある．一方で，

国内外の観光客が一部に集中するオーバーツー

リズムと呼ばれる弊害も明らかになってきてい

る．オーバーツーリズムは様々な弊害を引き起

こしており，わが国に先行して海外でも観光公

害が顕在化している[1]．ゴミのポイ捨て等の環

境問題もその一つであり，様々な対応策が取ら

れているが，未だ解決には至っていない． 

もし，潜在的に問題意識を持つ人に働きかけ

ることができれば，効率良く啓発が行えると考

えられる．その最初の取り組みとして，SNS 画像 

 

 

 

 

 

に着目し，「何に焦点を当てて撮影しているか」

に基づいて，ユーザーの環境に対する潜在的な

問題意識を判別することを試みる．従来研究の

多くは，分類基準が明確な画像を用いるが，本

研究では，撮影した写真に反映されるユーザー

の環境に対する問題意識を考慮するため，分類

基準が曖昧であり，挑戦的な課題と言える．環

境に対する問題意識を判別できるような，明確

なラベルの定義を考案し，それを基にアノテー

ションを行った．154 枚の画像を入力データとし

て用い，分類精度を確認するための検証方法と

してホールドアウト法で精度を評価した結果，

65.38％を示した． 

 

2. 問題設定 
  本研究では，まず，観光公害が顕著化してい

る都市に着目し，ユーザーが「何に焦点を当て

て撮影しているか」に基づいて，環境に対する

潜在的な問題意識を判別する課題を考える．図 1

に示すように，ゴミや自然，植物に焦点を当て

て SNS に投稿しているユーザーは環境に対して問

題意識を持っていると考えられる． 
 

 
図 1：環境問題に意識のあるユーザーの写真と(左図) 

環境に対し潜在的に問題意識を持ちそうなユーザーの 

写真(右図) 
 

画像データを作成する際，ユーザーの環境に

対する潜在的な問題意識が反映されるようなラ

ベルの定義を考え，それを基にアノテーション 
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を行う．ラベルの定義は次のように設定する．

ラベル 1：自然や観光名所，植物に焦点が当たっ

ている．ラベル 2：ラベル 1 とラベル 3 ではない

がその中間に位置する．ラベル 3：セルフィーな

ど人にしか焦点が当たっていない．ラベル 4：そ

の他(食べ物など，観光や自然とは無関係なも

の)．これらの定義に従ってラベル付けした画像

データを用いて，ユーザーの環境問題への興味

や関心を考慮した自動判別の評価・検討を行う． 

 

3. 実験 
アノテーションした画像データを入力として，

事前学習済みネットワーク AlexNet[2]で画像分

類を行う．以降で，データセット，評価実験の

結果と考察について述べる． 

3.1 データセット 

  フリー百科事典ウィキペディア(Wikipedia)で，

オーバーツーリズムが問題になっている地域
∗"
を

実験の対象とする．富士山，白川郷，イースタ

ー島など観光公害が顕著化している都市がある

なか，本研究では，マチュピチュを取り上げデ

ータセットを作成する． 

まず，Instagram からマチュピチュの画像とコ

メントが含まれるポストを 1029 件収集した．そ

のうち 300件に対して，考案したラベルの定義を

基に，3 人にアノテーションを行ってもらった．

画像とコメントに含まれる要素を反映させて，

作業者が最も近いと思うラベルを画像全体のラ

ベルと設定する．また，入力に用いる画像デー

タは，3 人によるアノテーションが一致した合計

154 枚のみを使用した．3 作業者の一致率を評価

する指標としてカッパ係数[3]を用いた．3 作業

者のカッパ係数は 0.356 と低めであった．各ラベ

ルの一致した画像枚数を表 1 に示す． 

 
3.2 性能評価 

  画像データを 70％の訓練データと 30％のテス

トデータに分割し，ホールドアウト法で検証を

行った．実験の詳細を表 2 に示す． 

 
ホールドアウト法で性能評価を行った結果を

表 3 に示す． 

 
3.3 考察 

  画像データが 154 枚と少ないため，十分な教師

あり学習を行うことができず，精度が低い．訓

練データ精度と検証データ精度に乖離があるこ

とから，過学習であることが考えられる．また，

3 人のアノテーションが一致した画像が少なかっ

たことから，ラベル付けの定義を見直す必要性

がある． 

 

4. おわりに 
  本研究では，アノテーションコストが大きか

ったため，十分なデータ枚数を用意することが

できなかった．そのため，データオーグメンテ

ーションや半教師あり学習で画像データの枚数

を増やす必要がある．また，アノテーションの

一致率が低かったので，ラベル付けの際は，作

業者の多義性を考慮したマルチラベルにするこ

とが有効な手段であると考えられる．本論文で

は，オーバーツーリズムが顕著化している都市

のうち，マチュピチュのみを取り上げて検証を

行ったが，他の観光地についても同様の実験を

行う必要がある． 
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